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02/02・スマホ世界出荷、初の減少 昨年台数0.1％減 高額機種、買い控え要因 

 

02/03・米雇用20万人増（1月）賃金上昇2.9％、8年ぶり水準 減税で賃上げ圧力 

  ・NY株急落665ドル安 9年ぶり下げ幅 金利上昇警戒 ＜１＞ 

 

02/04・人民元上昇「切り下げ前」に接近 米中に金利差 買い根強く 

 

02/05・日産、中国で1兆円投資 22年までに電動20車種 

 

02/06・NY株下げ幅最大（5日）1175ドル安、リスク回避  

    日経平均一時1500円安 世界株安連鎖続く アジア軒並み下落 

  ・1月資金供給量、年率4.1％減 黒田日銀で初の減少 

 

02/07・自動取引が株安を増幅 金融政策、正常化に試練 日本株、米金利がリスク 

  ・米貿易赤字、昨年8.1％増の7962億ドル 9年ぶり水準 対中国が過去最大 

  ・NY株（6日）大幅反発567ドル高 日経平均一時700円超上げ 

    米財務長官「過度に懸念せず」、沈静化急ぐ 

  ・実質賃金0.2％減 昨年、2年ぶりマイナス 物価の伸びに賃金上昇追いつかず 

 

02/08・経常黒字リーマン後最大 昨年21兆円超、海外配当増える ＜２＞ 

    海外投資で稼ぐ日本 現地子会社の収益が昨年最高 アジアがけん引 

   

02/09・世界株、再び動揺 8日NY株1000ドル安 日経平均一時700円下げ ＜３＞ 

    米金利上昇を警戒 FRB高官、株安「たいしたことない」、発言後に一段と下げ 

  ・EU離脱後の英GDP、FTA締結でも5％減 政府試算 英中銀、金利据え置き 

  ・米国債大増発時代 歳出上限2年で3000億ドル上げで議会調整 ＜４＞ 

    中間選挙控え歳出増に突き進む 金利上昇圧力一段と 市場には警戒感 

  ・アジア不動産転機 中国マネーで過熱、空室増 バブル警戒、軟着陸課題 

 

02/10・黒田日銀総裁続投へ 大規模緩和継続 政府、月内にも人事案提示 

  ・米国発の連鎖株安1週間 日経平均、8％急落 

 

02/11・投資マネー逆回転 株、1週間で時価総額5兆ドル減 米に続き日中下落 ＜５＞ 

 ・韓国大統領に訪朝要請 北朝鮮代表団 文氏「条件整え実現」 

 

02/12・ITビッグ5 若い企業のむ 600社買収20兆円 競争阻害懸念強まる ＜６＞ 

    米企業開業率、過去40年の最低水準に 直近ピークの06年から26％減  

     



 


